
開心術を受けられる患者様へ
・詳細につきましては、入院された後看護師より説明させていただきます

・状態の変化等に応じて内容が変更になる場合もあります

経過 手術翌日 手術2日目 術後3日目 術後4日目～7日目

手術前 手術後 集中治療室

目標

手術の準備ができる 安全に集中治療室へ入室できる
開胸術による合併症がない

開胸術による合併症がない
リハビリが開始できる

開胸術による合併症がない
歩行ができる

開胸術による合併症がない
歩行ができる

開胸術による合併症がない
歩行ができる

検査
□採血　　　□レントゲン □採血　　□レントゲン □採血　□レントゲン □採血　　□レントゲン

□CT　　□心エコー

治療
□医師の指示により内服が追
加・中止になる場合があります

□少量のお水で指示されたお薬
を飲んでください

気管のチューブを抜きます
食事、薬を飲みます

座る・立つのリハビリをします

処置

□毛ぞり・爪切り・お臍をきれいにします □麻酔科医の指示により、注射・
酸素を行います

手術中に尿の管が入ります 尿の管を抜きます

清潔

創のワイヤーを抜去した日よ
りシャワー浴が可能となりま
す

活動

歩行、または車いす・ストレッ
チャーで手術室へ行きます

集中治療室でリハビリがあり
ます

病棟でリハビリがあります

リハビリに合わせて活動範囲
の制限が変更していきます

リハビリ室でのリハビリが始
まります

食事

夕食以降は絶食です
お茶・お水は飲んで頂いていいです

手術当日は絶飲食になります
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□採血　　　□レントゲン　　□心電図　　　□血管造影
□尿検査　　　□検便　　　□心エコー

看護師が、これまでにかかった病気、飲んでいる薬などについて伺います
氏名確認のためのリストバンドをつけていただきます

手術当日の流れについては、後ほど別紙にて説明します

手術終了後に担当医より電話連
絡にて説明があります

手術後は全身の状態を把握するために
たくさんのチューブ類が挿入されていま
す。
それらは全て必要なものなので、御自分
で抜いたりしないようにしてください。
手術後、目覚めたときは気管の中に
チューブが入って、声が出ませんが筆談
はできます

看護師が退院後の生活の留意点
について説明します

創へのテーピング指導が始まりま
す

創の状態や血圧・脈などの状
態を確認し、ワイヤーを抜き
ます

手術前（　　　/　　　）～（　　　/　　　）

説明
・
観察

手術当日（　　/　　） 術後8日目～/退院日

手術についての不安が最小限で落ち着いている
手術の準備ができる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様

退院後の生活や注意点が理解で
きる

□採血　　□レントゲン

元の病棟に戻ります

毎日、創の状態を確認します

手術後の排便状況の確認を
行います

印鑑を必ず持参してください

担当医より、手術の説明があります ～17時

麻酔科医による診察があります

≪準備物品≫

和式の寝巻き：2～3枚 バスタオル：3枚 タオル：3枚

バストバンド：1枚（サイズは看護師が伝えます）

テープ式オムツ：2～3枚

ティッシュペーパー、洗面道具、吸飲み、スプーン、箸、義歯ケース

※準備していただく物品には、全て名前をご記入ください。

また、物品は大きな一つの袋にまとめておいてください。

手術後は、集中治療室へ入ります


